
名義変更履歴記録の機能追加アップデート

今回のアップデートで名義変更履歴を残すことができる機能が実装されました。

古物台帳や在庫車の管理の観点で、中古車を販売する場合、以下の状態での名義を管理する必要がございますが、現状GATCH では、車両販売後、販売車で仕入車の車両情報を上書きしてしまうため、仕入時の名義情報が残りませんでした。

このアップデートで名義変更の履歴を残す機能が実装され上記の懸念を解消できます。

車両仕入画面および車両買取画面から「名義変更履歴」が追加されています(いずれも情報が保存されると有効になります)

この「名義変更履歴」をクリックすると以下の画面が表示されます

「仕入時名義変更」

初期ではこの画面を開いた時点での車両情報に登録されている情報に紐づいています。

この画面で保存をしていないと車両情報を変更した際、こちらの情報も変更されてしまいます。

※仕入れた時点での情報を残しておきたい場合は仕入れてた時点でこの画面を開き保存をする必要があります

「仕入後名義変更(自社名義変更)」

初期では仕入を行った営業所の情報が紐づいています。

こちらも保存していない限り、営業所情報が変更された場合、併せて変更されてしまいます。

「販売時名義情報」

この画面は注文書の顧客情報に紐づいて登録されます。

注文書の契約日が入り保存された時点で反映されます。

こちらは現段階では編集はできません。



なお、各箇所の機能は以下の通りです

「仕入情報」及び「自社情報から」をクリックすると、

現時点での下記の情報が反映されるようになります

仕入情報仕入情報から取得します

仕入情報から取得します

車両情報から取得します

営業所情報の住所から取得します

所有者および使用者に登録されている顧客情報の電話番

号から取得します

キャンセルを押した場合は、入力内容は保存されず画面を閉じます

内容を保存します。保存した場合は車両情報な

どを変更しても保存した段階での情報を維持で

「ファイル」から車検証の画像など資料を残すことができます。

こちらをクリックすると以下の画面が表示されます。

(「販売時名義情報」のファイルは注文書と紐づいている場合、

押下可能となります)

・「参照」をクリックするとPDFおよび画像ファイルから参照

できます(2M以上のファイルはNG)

・「ダウンロード」をクリックするとデスクトップにファイル

を出力します。

・「アップロード」をクリックした場合、この「ファイル」に

保存されます。

・「削除」をクリックするとファイルに保存されている画像を

削除します


